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　教育学部・教育学科では、大学の目的（学則第１条）に加えて、以下の目的（同第
３条の２）を定めています。
　日本の伝統と文化に根ざした豊かな人間性を備え、教育諸科学に係る専門的知識や
技能を活用して、現代の教育課題の解決に向けて実践的に即応する能力を有する人材を
育成する。

　本学部・学科は、その教育目的を達成するために、大学全体の卒業認定・学位授与
の方針（ディプロマ・ポリシー）に加えて、次のような人材の育成を方針として定め
ています。
１．教育に関する確かな知識やそれを伝える豊かな表現力を持ち、激しく変化してい

く社会の教育課題に的確に対応できる高い技術を身につける。
２．子どもの心身の成長を支え、さまざまな課題を発見し、その問題を主体的・積極

的に工夫し、解決する能力を身につける。
３．日本の歴史と伝統そして文化に立脚した広い視野を持つと同時に、それとは異な

る歴史や伝統、文化を持つさまざまな世界を尊重しながら未来を創造していく教
育に関心を持つ資質を身につける。

４．教員としての使命感や責任感を持ち、多様な他者と協働しながら目標に向かい、
よりよい社会の実現に寄与することができる。

５．高い志、公正な態度、広い視野、柔軟な思考等、教員としてふさわしい人格を身
につけ、子どもに知育・徳育・体育の指導を適切にバランスよく行うことができる。

６．教育学及びその関連分野において、自ら課題を発見しそれを探究し、論理的に表
現することができる。

７．以上の目標に加え、各コースにおいて身につける資質・能力は以下の通りである。
　・初等教育コースでは、小学校教育に即応した学習内容の追究と各教科の指導法を

修得し、教科毎に授業が展開できるとともに、個々の発育発達に応じた対応がで
きる。

　・幼児教育コースでは、保育・教育の理論と実践的な保育技術を修得し、適切な乳
幼児理解の下、感受性豊かな好奇心に富んだ子どもを育てる保育ができる。

　・保健体育コースでは、体育やスポーツ、健康に関する科学的理論と実践を融合
させ、個々に応じた保健体育の授業ができる。

　・数理教育コースでは、数学教育に関する諸概念を学び、高い専門性とそれに基づ
く実践とを両立させることで、これからの多様な時代に応じたきめ細かい指導が
できる。

教育学部・教育学科の３つのポリシー

教育研究上の目的

ディプロマ・ポリシー
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　本学部・学科は、そのディプロマ・ポリシーを実現するために、全学的なカリキュ
ラム・ポリシーに加えて、以下の学部独自のカリキュラム・ポリシーを定めています。

【１】教育内容については、次のとおり定める。
１．専門科目については、基礎、展開、応用、発展の４領域別に４つのコースに必要

な科目をそれぞれ設置する。
２．１・２セメスターでは主に教育学に関する概論を、３～６セメスターでは教育学

の本質や方法論、各教科内容の研究と実践または実技を、各コースの違いに応じ
て系統的に修得できるようにする。７・８セメスターではさらに、それぞれの関
心に従って、専門的な学力を身につける。

３．当該セメスターにおける各種の教育・保育実習の経験や、また正課外の学校ボラ
ンティア等の体験学修プログラムを通して、実際の教育現場の取り組みを知り、
子どもとの関係を切り結ぶことにより、将来教員になるためのモチベーションや
実践力、対応力を高める。

４．７・８セメスターでは、６セメスターまでの学修の集大成として卒業研究を課し、
自らの関心に従って課題を設定し、問題を客観的に分析・解決することができる
よう、ゼミを単位とした個別的および集団的学修の中で、卒業論文を完成させる。

【２】教育方法については、次のとおり定める。
１．４領域に配置された４つのコースに必要な科目特性を考慮し、学生の主体的な学

修を引き出すことができる教育方法を導入する。
２．教育の方法として、少人数によるグループ・ワークや討論等を導入し、アクティブ・

ラーニングの視点に立った主体的・対話的で深い学びの学修を進め、将来の教員
に求められる資質・能力を開発していく。

　本学部・学科では、全学のアドミッション・ポリシーに加えて、ディプロマ・ポリ
シーにふさわしい入学者として、以下のような人物を求めています。
１．子どもを愛し、１人１人の子どもが持つ個性や能力及び人間性を育てていくこと

に喜びを感じ、それに対する強い使命感を有している。
２．日本の歴史と伝統そして文化を尊重し、それを子どもに継承していくとともに、

新しい知識・技能を柔軟に取り入れ、応用して活用することができる。
３．教育や保育に関する学修に目的意識を持ち、社会に参画し貢献しようとする強い

意欲を有している。
４．卒業後、初等教育コース入学者は小学校の教員、幼児教育コース入学者は幼児教

育関係の指導者、保健体育コース入学者は中学校・高等学校の保健体育教員、数
理教育コース入学者は中学校・高等学校の数学教員、または数理能力を生かした
専門職に就く強い意志を有している。

アドミッション・ポリシー

カリキュラム・ポリシー


